
 

 

 

 

 

【目的】 

  教職員が授業を中心とした質の高い教育活動に専念できる環境を実現することを通して、「学校における 

 教育の質の向上」と「児童生徒の教育の充実」を目指す。 

 

１ 重点目標に関する総括（県教育委員会資料） 

（１） 働き方改革への意識・行動の変容の現状と総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【現状】○ 時間管理、健康管理を意識して仕事を行うことや、ワーク・ライフ・バランスのとれた生活 

を送ることができている教職員が着実に増加している。 

○ 「学校閉庁日の設定」「業務の見直し」「登校時刻の設定」「部活動の休養日の設定」など、県 

 内一斉の取組とした内容について、県内の８割以上の学校で取り組んでいる。 

  【分析】○ プランの周知が図られるとともに、教職員の勤務時間管理が徹底され、「働き方改革」に対す 

       る意識や行動が確実に変容してきた。→ さらに教職員一人一人が、働き方改革に対する意識 

を醸成していく必要がある。 

 

（２） 教職員の時間外業務時間の縮減の現状と総括（県教育委員会資料） 

【重点取組事項】 

「教諭等」及び「副校長・教頭」の時間外業務時間が１月につき８０時間以上の該当者０（ゼロ）に向けた取組の推進 

  ①宮崎県 
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 ②高鍋町（R３・４集計結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「学校における働き方改革推進プラン」第二期の方向性（県教育委員会資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 高鍋町立学校管理規則に定める時間外業務時間の「上限時間」１月について４５時間、１年につい 

て３６０時間 

 

（１） 今後の考え方 

○ 第一期の課題を踏まえて、時間外業務時間の考え方を再整理するとともに、部活動指導の在り方と業 

 務分担や削減をさらに推進する必要がある。 

○ 時間外業務時間が１月あたり８０時間以上の教職員をゼロにする取組を継続しつつも、次のステージ 

として、１月あたりの時間外業務時間を４５時間未満を目指す必要がある。 

○ 教職員の魅力向上のためにも、本来担うべき教育活動に専念できる環境づくりと、誇りややりがいを 

持って仕事に取り組む教職員を増やす必要がある。 

 

（２） 基本方針 

 ★教職員のウェルビーイング※の向上を目指しつつ、長時間業務解消への対策を推進する。 

【柱１】管理職のリーダーシップによる働き方改革の推進 

【柱２】教職員一人一人の働き方に対する意識改革の醸成 

【柱３】教職員が授業を中心とした本来担うべき教育活動に専念できる環境の整備 

【柱４】教職員の業務を軽減するための家庭・地域等を含めた役割分担の推進 

＊ 教職員のウェルビーイング～本プランでは、教職員としての誇りややりがいを持って仕事に 

取り組んでいる持続的な幸福感等を持っている状態として定義しています。 

 



（３） Ｒ８までの重点取組事項 

○  時間外業務時間が１月あたり４５時間未満の教職員の割合を２５％以上引き上げる。 

（ただし、副校長・教頭については、さらなる改善が必要なため、目標値を５０％とする） 

【評価指標】時間外業務時間１月あたり４５時間未満の割合（％）（県教育委員会より） 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 今後の高鍋町教育委員会の取組 

   ① 業務改善に関する取組 

・専門スタッフ等の配置  

・校務支援システム等の活用  

・学校・家庭・地域の連携協働 

・事務職員の学校経営への参画  

・提出書類等の削減・統合  

・関係機関との連携・協力体制の構築 

・教育 DXの更なる推進による業務軽減の取組 

・部活動の地域移行に向けた環境整備 

    ② 勤務時間管理に関する取組 

・勤務時間の客観的把握  

・勤務時間外における連絡対応等の体制整備 

    ③ 意識改革に関する取組 

     ・管理職 

     ・学校全体 

     ・部活動運営 

     ・心と体の健康 
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